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1.  ワークショップ概要 

1.1.  開催目的と基本方針 

「第６次津久見市総合計画」及び「第３期津久見市総合戦略」の策定において、住民の関心を

高めるとともに、多様な主体の参画により広く意見を取り入れ、今後の施策展開を共に考えるた

め、住民を対象としたワークショップを実施する。 

さらに、職員による政策形成を推進し、これまで培ってきた経験や意見を次期総合計画及び総

合戦略へ反映させるため、職員向けのワークショップも併せて実施する。 

 

住民や職員の意見を次期総合計画及び総合戦略へ反映させるためには、EBPM（Evidence based 

policy making／証拠に基づく政策立案）の考え方に基づき、感覚ではなく、データを活用して話

し合うことが重要である。これを実現するため、ワークショップの手法は、デジタル庁が令和 6

年 10 月より提供する「地域幸福度（Well-Being）指標を活用したワークショップ（標準ワークシ

ョップ）」を採用し、市民の Well-Being 向上を目的としたまちづくりの重要性への理解や、地域幸

福度（Well-Being）指標を活用した政策デザインの意義と概要への理解、さらなる取り組みに向け

ての意識喚起・動機付けを行うものとする。 

また、Well-Being 標準ワークショップの実施の狙いや実施方法等について、職員が十分に理解

したうえで、住民を対象としたワークショップを企画・実施することが成功のカギとなるため、

職員向けワークショップを実施した後、住民向けワークショップを実施するものとする。 

ワークショップの実施に当たっては、デジタルツールの活用など市民が参画しやすい手法を検

討する。 

 

 

（出典：ワークショップ実施要領（デジタル庁） https://well-being.digital.go.jp/guide/） 
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1.2.  開催概要 
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2.  ワークショップ記録 

2.1.  職員ワークショップ 

(1)  開催概要 
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(2)  プログラム 

WB ファシリテーター養成講座ワークショップ方法資料（一般社団法人スマートシティ・イン

スティテュート 2024 年 7 月）を参照し作成した。 
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(3)  実施準備 

「ワークショップ実施要領（デジタル庁 2024 年 10 月 15 日）」を参照し、実施準備を行った。

（https://well-being.digital.go.jp/guide/） 
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 

座学・ワークショップとも同じ配置とする（職員・市民共通）。声が聞き取りづらくなるため、

各チームのテーブルが近すぎないようにする。 

 
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(4)  結果 

ワークショップにおいては、対象とする都市を津久見市（1 班・2 班）、大分市（3 班）、佐伯市

（4 班）として設定し、他都市との比較が行えるようにした。 

 

a） 1 班 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



11 

 

  



12 

b） 2 班 
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c） 3 班 
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d） 4 班 
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2.2.  市民ワークショップ 

(1)  開催概要 
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(2)  プログラム 

WB ファシリテーター養成講座ワークショップ方法資料（一般社団法人スマートシティ・イン

スティテュート 2024 年 7 月）を参照し作成した。 

 

(3)  実施準備 

職員ワークショップと同様。 
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(4)  結果 

ワークショップにおいては、A～D グループいずれも、対象とする都市を津久見市として設定

した。 

 

a） グループ A 
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b） グループ B 
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c） グループ C 
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d） グループ D 
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(5)  津久見市石川市長からのフィードバック 

ワークショップ終了後、同席していた津久見市石川市長より下記のとおりフィードバックを頂

いた。 

 庁内での職員同士の議論でも今回のワークショップのようなプロセスを取り入れたい。 

 注力する政策領域を絞って選ぶことの難しさが感じられたとともに、参加者の市民が進め

て行きたい政策が伝わった。 

 話題にあがった津久見の魅力や特徴は的を射て共感できるものであった。 

 ワークショップで出たキーワードを持ち帰って練り直し、総合計画を始めとする各種計画

の中に反映していきたい。 

 


